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専門性を深め、
お客様の真のニーズに応える

S e r i e s

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ホ
ー
キ
ン
グ
博
士
の

ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
関
す
る
研
究
な
ど
で

知
ら
れ
る
宇
宙
論
に
魅
せ
ら
れ
、
大
学
で

は
素
粒
子
宇
宙
物
理
学
を
学
ん
だ
。
研
究

室
で
は
流
体
解
析
を
用
い
た
星
形
成
の
研

究
に
携
わ
り
、
ま
っ
た
く
鉄
と
は
か
か
わ

り
が
な
か
っ
た
。

「
大
学
院
修
了
後
の
進
路
を
考
え
て
い
る

と
き
に
、
新
日
鉄
に
は
流
体
力
学
の
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
る
部
門
が
あ
る
こ
と
を

知
り
、
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の
研
究
者
と
し
て

自
分
の
知
識
が
活
か
せ
る
の
で
は
と
、
初

め
て
興
味
を
持
ち
ま
し
た
」

入
社
後
は
プ
ロ
セ
ス
技
術
研
究
を
経
て
、

鉄
の
利
用
加
工
技
術
を
研
究
開
発
す
る
部

署
に
異
動
。
主
に
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
研
究
開
発
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

提
案
に
携
わ
っ
て
き
た
。

「
お
客
様
と
の
対
話
の
中
で
、
新
商
品
や

新
技
術
開
発
に
つ
な
が
る
ニ
ー
ズ
が
見
え

て
き
ま
す
。
多
く
の
開
発
要
素
を
包
含
し

た
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
課
題
が
多
い
の
で
す
が
、

そ
う
し
た
技
術
的
な
難
問
を
解
決
す
る
こ

と
が
、
私
た
ち
研
究
者
の
存
在
価
値
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」

加
工
技
術
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
に
配
属

さ
れ
て
か
ら
の
数
年
間
、
自
動
車
用
部
材

の
利
用
加
工
技
術
に
関
す
る
新
た
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
提
示
し
、
お
客
様
か
ら
の
信
頼

を
得
た
。
し
か
し
そ
こ
に
と
ど
ま
る
こ
と

な
く
、
２
０
０
６
年
か
ら
2
年
間
、
自
動

車
工
学
を
体
系
的
に
学
ぶ
た
め
ド
イ
ツ
・

ア
ー
ヘ
ン
工
科
大
学
に
留
学
し
た
。

「
自
動
車
工
学
は
材
料
力
学
、
機
構
力

学
、
構
造
力
学
、
流
体
力
学
、
制
御
論
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
か
ら
成
る
、
複
雑
で

奥
の
深
い
学
問
で
あ
り
、
自
動
車
に
は
こ

う
あ
る
べ
き
だ
と
い
う『
正
解
』が
あ
り
ま

せ
ん
。
自
動
車
工
学
を
習
得
す
る
こ
と
は
、

個
々
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
持
つ
思
想
を

よ
り
深
く
理
解
す
る
の
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
専
門
性
を
深
め
て
、
お
客
様

の
ニ
ー
ズ
を
つ
か
み
、
そ
れ
に
応
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」

留学時に使用した自動車工学のテキスト
『Road Vehicle Suspensions』
（Wolfgang Matschinsky著、
Professional Engineering Publishing 発行）

学生時代に使用した素粒子宇宙物理学の
専門書『相対論的宇宙論』
（小玉英雄著、丸善（株）発行）
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